
 

 

 

令和 元年７月 31 日 

道 路 局 企 画 課 

 

 

オリンピック・パラリンピック会場までの道案内を分かりやすく！ 

～会場周辺の道路標識と地図やガイドブックの英語表記が統一されています～ 

 

東京オリンピック・パラリンピックに向け英語表記の統一注 1)等の

標識改善を進めてきましたが、開催１年前を迎え、目標に対し約７割

の標識を改善しました。今後、会場周辺の標識改善を着実に進めると

ともに、全国の観光地周辺等でも標識改善の取組を推進します。 

 
ポイント 

① 1 都 3 県（東京都、千葉県、埼玉県、神奈川県）では、道路標識の改

善目標に対し約７割（約 14,000 枚／約 19,800 枚）の標識を改善しま

した。オリンピック・パラリンピックまでに標識改善を完了する見込

みです。 
 

② また、全国にもインバウンド効果を波及させるため、全国でも標識改

善の取組方針注 2)や英語表記規定（別紙参照）を作成し、道路標識の改

善の取組を進めます。 

 

注1) 一部の道路標識については、競技会場の命名権や略称使用等の関係で英語表記が完全に揃

っていない場合もあります。 

注2) 東京都、千葉県、埼玉県、神奈川県については、平成 28 年に道路標識適正化委員会におい

て、道路標識改善の取組方針を作成し、道路標識改善を推進しています。 

【参考】東京都内の道路標識改善の取組方針に係る記者発表（H28.1 発表） 

http://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_000615.html 

【参考】千葉、埼玉、神奈川県内の道路標識改善の取組方針に係る記者発表（H28.9 発表） 

     http://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_000737.html 
 
＜問い合わせ先＞ 

国土交通省 道路局 企画課 藤浪 武志 

TEL：03-5253-8111（内線：37562） 直通：03-5253-8485 FAX：03-5253-1618 

関東地方整備局 道路部 交通対策課 下坪 賢一 

TEL：048-601-3151（内線：4511） 直通：048-600-1346 FAX：048-600-1388 



英語表記規定の概要

英語表記の統一のイメージ

英語表記規定のポイント

英語表記に関する既存のガイドライン等に対応

－地名等の英語表記規程（平成28年3月国土地理院）
－観光立国実現に向けた多言語対応の改善・強化のためのガイドライン（平成26年3月観光庁）

地元の観光協会等とも調整の上、個々の自然地名や施設名の英語表記を統一

道路案内標識の英語表記について、各道路管理者間での整合のみならず、観光パンフレット

や、国土地理院作成の英語表記の地図等とも整合を図るため、関係機関と調整し、自然地名

や施設名毎の個々の英語表記について定めた英語表記規定を策定。

策定した英語表記は国土地理
院の英語表記の地図にも反映
URL:https://www.gsi.go.jp/kihonjohoc
housa/multilingual.html

地図や観光パンフレット等の
英語表記にも統一した表記を
用いるよう働きかけ

道路案内標識に用いる自然地名や施設名の英語表記は、「道路の案内標識の英語による表示に関する告示
（平成26 年国土交通省告示）」等に基づき、道路標識適正化委員会で定められている。

別紙



（参考）道路標識の改善状況

オリンピック・パラリンピック競技会場周辺の道路標識改善

標識改善
予定数

標識改善数 英語表記 ピクトグラム 反転文字 歩行者系標識
その他
標識改善

東京都 約14,300枚 約11,100枚（78%） 約10,500枚（77%） 約110枚（97%） 約50枚（100%） 約2,500枚（86%） 約550枚（92%）

千葉県 約2,000枚 約1,200枚（57%） 約1,200枚（57%） 約20枚（33%） － － 4枚（40%）

埼玉県 約1,900枚 約900枚（47%） 約750枚（48%） 約220枚（49%） 約230枚（51%） 0枚（0%） 約10枚（63%）

神奈川県 約1,500枚 約800枚（52%） 約800枚（53%） 約30枚（63%） － － 4枚（9%）

1都3県計 約19,800枚 約14,000枚（71%） 約13,200枚（71%） 約370枚（57%） 約280枚（56%） 約2,500枚（86%） 約570枚（85%）

英語表記改善

ピクトグラム
＋反転文字

○ピクトグラム、反転文字の活用 ○英語表記改善・歩行者系標識の充実
（英語表記改善及び案内の充実化）

2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向け、開催競技の多い、１都３県（東京都、
千葉県、埼玉県、神奈川県）の道路標識適正化委員会※において、道路標識改善の取組方針
を策定・公表し、これまでに約14,000枚の改善を実施。
※各都道府県に設置され、関係する道路管理者が参画し、標識等の表示内容を検討する委員会

取組の内容
2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会までに、道路標識について、関係機関と連携しつつ、以下の取組等を実施。

進捗状況（令和元年6月末時点）

※1枚の標識で複数の改善を実施している場合などがあるため、必ずしも各改善メニューの合計と標識改善合計の数は一致しない。
※（ ）内は進捗率。

公式Webサイト（英語版）での表記と整合



（参考）オリンピック・パラリンピック競技会場周辺の道路標識改善事例

③英語表記､ピクトグラム､反転文字【新規設置】

オリンピック・パラリンピックに向けたわかりやすい道案内のための取組として、トラ
イアスロンやビーチバレーボール等の競技会場を案内する道路標識を整備。既存の道路
標識についても、地図やパンフレットと統一した英語表記となるよう改善を実施。

オリンピック・パラリンピック競技会場周辺
における取組事例

②歩行者系標識の充実【新規設置】

【改善後】

①英語表記改善

1

お台場海浜公園

・マラソンスイミング

・トライアスロン

青海アーバンスポーツパーク

・3×3バスケットボール

・スポーツクライミング

潮風公園

・ビーチバレーボール

オリンピック・パラリンピック競技会場

出典：電子国土

東京港トンネル

2

3

東京2020大会ガイドブック 英語版
（（公財）東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会・東京オリンピック・パラリンピック準備局）

大会ガイドブックの表記と整合

【改善前】


